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―
―
社
長
就
任
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

36
歳
と
い
う
若
さ
で
の
事
業
承
継
は
、
あ
ま

り
例
を
知
り
ま
せ
ん
。
舵
取
り
を
託
さ
れ
た

経
緯
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

村
山
社
長　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
代
目
で
あ
る
叔
父
の
甘あ

ま

利り

孝た
か

浩ひ
ろ

が
、「
自

分
自
身
が
健
康
で
、
か
つ
業
績
の
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
譲
り
た
い
」
と
考
え
て
い
た

こ
と
か
ら
、
今
年
、
代
表
の
立
場
を
譲
り

受
け
ま
し
た
。
叔
父
が
社
長
に
就
い
た
の

は
38
歳
、
創
業
者
で
祖
父
の
甘
利
孝た

か
し

も
38

歳
で
創
業
し
ま
し
た
か
ら
、
３
代
続
け
て

30
代
で
の
社
長
就
任
と
な
り
ま
す
。

―
―
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
で
52
年
の
歴
史

を
誇
る
御
社
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

村
山
社
長　
大
き
く
三
つ
の
事
業
が
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ

セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
事
業
で
す
。

デ
ー
タ
入
力
、
封
入
封ふ

う

緘か
ん

や
発
送
代
行
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運

用
代
行
な
ど
、
事
務
作
業
全
般
を
ア
ウ
ト

ソ
ー
サ
ー
と
し
て
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
も
と
も
と
、
保
険
の
加
入
申
込

書
や
、
伝
票
な
ど
の
帳
票
類
と
い
っ
た
、

手
書
き
書
類
の
デ
ー
タ
化
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
形
で
事
務
作
業
全
般
を
請
け
負
う
ま
で

事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｓ
（
シ
ス
テ
ム
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）事
業
で
す
。

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
お
客
さ
ま
先
へ

派
遣
し
、
常
駐
で
業
務
を
行
い
ま
す
。
主

１
９
７
３
年
の
創
業
以
来
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
サ
ー
と
し
て
お
客
さ
ま
の
事
務
作
業
の

効
率
化
・
合
理
化
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
ジ
ムマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

歴
史
と
実
績
を
活
か
し
つ
つ
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

３
代
目
・
村
山
太
一
社
長
に
、
新
宿
の
新
オ
フ
ィ
ス
で
話
を
聞
い
た
。

村
山
太
一
氏

株
式
会
社
ジ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役
社
長

提
供
し
て
き
た
の
は
、

〝
お
客
さ
ま
に
とって
ベス
ト
〞な
サ
ー
ビ
ス

3636
歳歳
でで
３
代
目
３
代
目
にに
就
任
。

就
任
。

〝
Ｉ
Ｔ
〝
Ｉ
Ｔ
××
真
心
真
心
××
前
向
き
〞

前
向
き
〞で
、
で
、

明
る
い
未
来

明
る
い
未
来
をを

掴
み
に
い
く

掴
み
に
い
く

36
歳
で
３
代
目
に
就
任
。

〝
Ｉ
Ｔ
×
真
心
×
前
向
き
〞で
、

明
る
い
未
来
を

摑
み
に
い
く
。
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村
山
太
一
氏
株
式
会
社
ジ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
社
長

の
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
、
社
食
代

が
天
引
き
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
開
発

し
ま
し
た
。

―
―
創
業
か
ら
半
世
紀
以
上
、
バ
ブ
ル
崩
壊

や
コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ
た
数
々
の
荒
波
を
越
え

る
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
？

村
山
社
長　
「
百

ひ
ゃ
く

術じ
ゅ
つは

一い
っ

誠せ
い

に
如し

か
ず
」。

こ
れ
は
創
業
時
か
ら
の
社
訓
で
、「
百
の
技

術
よ
り
も
一
つ
の
真
心
」
と
い
う
意
味
で

す
。
こ
の
真
心
を
も
ち
続
け
て
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　

真
心
と
は
誠
実
さ
で
あ
り
、
常
に
〝
お

客
さ
ま
に
と
っ
て
の
ベ
ス
ト
〞
を
提
供
す

る
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

「
人
材
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依

頼
が
あ
っ
た
際
、
た
だ
人
材
を
送
り
込
む

の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
お
客
さ
ま
が
ど
ん

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
事
務
作
業
の
効
率
化
、
合
理
化
の

た
め
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
定
し
て
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
姿
勢
が
、〝
お
客
さ
ま
に
と
っ

て
の
ベ
ス
ト
〞
に
つ
な
が
り
、
選
び
続
け

て
も
ら
え
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

高
品
質
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

ジ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
創
業
時
か
ら
の

モ
ッ
ト
ー
の
一
つ
が「
正
確
性
第
一
の
デ
ー

タ
の
高
い
品
質
」
で
、
こ
れ
が
会
社
の
文

化
と
し
て
染
み
付
い
て
い
ま
す
。

　

申
込
書
類
や
郵
送
物
と
い
っ
た
個
人
情

報
を
扱
う
業
務
は
、
入
力
ミ
ス
が
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ

は
石
橋
を
叩た

た

い
て
叩
い
て
、
ま
た
叩
い
て

や
っ
と
渡
る
よ
う
に
、
慎
重
か
つ
正
確
に

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
き
に
は
当
初
の
見
積
も
り
工
数
を

オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
も
あ
り
、
経
営
者
と

し
て
少
し
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
が
、
現
場
は
、

真
心
を
も
っ
て
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
い
ま
す
。

―
―
品
質
に
こ
だ
わ
り
抜
く
。
素
晴

ら
し
い
姿
勢
で
す
ね
。

村
山
社
長　
Ｂ
Ｐ
Ｏ
も
Ｓ
Ｅ
Ｓ
も
、

日
々
細
か
く
丁
寧
、
か
つ
ミ
ス
の

な
い
作
業
が
求
め
ら
れ
る
、
い
っ

て
み
れ
ば
地
味
な
仕
事
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
地
味
な

仕
事
を
着
実
に
積
み
重
ね
る
か
ら

こ
そ
、
お
客
さ
ま
に
不
可
欠
な
ビ

に
運
用
エ
ン
ジ
ニ
ア
、監
視
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
呼
ば
れ
る
、
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
業

務
を
担
う
人
材
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
が
、
シ
ス
テ
ム
の
受
託

開
発
で
す
。
お
客
さ
ま
の
オ
ー
ダ
ー
に
応

え
て
、
一
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
株
主
情
報
を
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
や
、
社
食
の
お
弁
当
の
注
文
と
給
与

―
―
社
長
に
就
任
さ
れ
て
２
カ
月
ほ
ど
で
す

が
、
い
ま
村
山
社
長
が
最
も
情
熱
を
注
い
で

い
る
経
営
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
？

村
山
社
長　
採
用
で
す
ね
。
特
に
Ｓ
Ｅ
Ｓ

人
材
の
採
用
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
派
遣
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｓ
人

材
は
社
員
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
含

め
て
３
０
０
人
ほ
ど
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
年
間
１
０
０
人
ず

つ
増
や
し
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
５
０
０
人
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
５
年
で
５
０
０
名
！　

そ
れ

だ
け
需
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
？

村
山
社
長　
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
で
、
引
き
合
い
は
多
い
の
で

す
が
、
派
遣
す
る
人
材
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、
か
な
り
の
機

会
を
損
失
し
て
い
る
状
況
で
す
。

―
―
人
材
確
保
の
難
し
さ
は
多
く

の
経
営
者
が
直
面
し
て
い
る
課
題
で
す
。
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

村
山
社
長　
と
に
か
く
魅
力
的
な
会
社
に

す
る
べ
く
、
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
当

社
で
働
く
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
や
魅
力
、
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
人
事
評
価
制
度
や
給
与
体
系
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
の
が
、
一
風
変
わ
っ
た
、
尖と

が

っ
た

社
内
制
度
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
「
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
に
は

特
別
休
暇
」
な
ど
、
求
職
者
が
「
お
、
こ

の
会
社
、
面
白
そ
う
！
」
と
思
う
よ
う
な
、

社
員
の
た
め
に
な
り
つ
つ
も
面
白
い
制
度

を
つ
く
る
こ
と
で
、
魅
力
的
な
会
社
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
人
材
募
集
と
い
う
と
、
求
人
サ
イ
ト
や

採
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
活
用
が
一
般
的
で
す

が
、
何
か
新
た
な
試
み
は
あ
り
ま
す
か
？

村
山
社
長　
ま
さ
に
改
革
の
最
中
で
、
い

ま
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
採
用
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
理
由
は
、
と
に
か

く
若
手
人
材
に
リ
ー
チ
す
る
た
め
で
す
。

新
卒
を
含
む
若
手
人
材
に
、
ま
ず
は
ジ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
会
社
を
知
っ
て
も

ら
っ
て
、
就
職
の
選
択
肢
の
一
つ
に
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
が
、
採
用
の
第
一
歩
で
す
。

　

そ
れ
に
、求
人
サ
イ
ト
や
採
用
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
利
用
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
か

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
社
長
就
任
に
あ
た
り
、
改
め
て

過
去
52
年
間
、
ジ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
お

客
さ
ま
に
何
を
提
供
し
て
き
た
の
か
、
本

気
で
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
安

心
」
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

真
心
を
込
め
た
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を

介
し
て
、
我
々
は
常
に
お
客
さ
ま
に
安
心

を
提
供
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
継
続
し

て
依
頼
が
く
る
し
、
新
し
い
案
件
も
「
任

せ
て
大
丈
夫
だ
」
と
期
待
を
し
て
い
た
だ

け
る
。
私
は
３
代
目
と
し
て
、
品
質
に
こ

だ
わ
り
、
こ
の
期
待
に
応
え
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

丁寧かつミスのない、
高品質なサービスで
“安心”を提供してきた

2024 年11月に本社オフィスを新宿グリーンタワービルに移転。

2024 年 4月にスポンサー契約を締結した大東文化大学ラグビー部。部費の支
援および会社ロゴが入った練習用シャツ提供のほか、豚肉 25キロの差し入れも。

社長就任を機にリブランディングを敢行。ミッション・ビジョ
ン・バリューを一新し、会社全体のイメージを再構築した。

川越の人気ハンバーガー店
「Mrs.hamburger（ミセスハ
ンバーガー）」とコラボ。売
上の一部は都内の子ども食
堂等へ寄付した。

若
手
人
材
の
確
保
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で
突
破
す
る

バリュー3
真心が人と人を繫げる。
すべての人との関わりに敬意と優しさを。
信頼と温かさが未来を育む。

「真心」

未来への希望に繫げる。
前を向いて挑戦しつづける。
前向きな行動が未来を育む。

「前向き」

子どもたちの未来へ繫げる。
次の世代のためにできることを行動に。
社会に責任を持ち未来を育む。

「未来」

ミッション「誰もが胸躍る明日をつくる」1
私たちはお客様、従業員、社会に対し、心動く未来
を創っていきます。

ビジョン「私たちが安心と期待感を提供する」2
私たちがこれまでお客様に提供してきた “ 安心 ” を今
後も提供し続け、お客様の更なる発展に寄与します。
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現在の
景気動向

6月の都内の景気は、インバウンド需要の鈍化はみられるが、全体として緩やかに回復している。
百貨店、住宅着工は前年を下回ったが、スーパー、コンビニエンスストア、乗用車販売、公共投資、
輸出は前年を上回った。2025年度の設備投資は増加見込み、経常利益は減益見込みとなってい
る（法人企業）。有効求人倍率は前月からわずかに低下した。企業倒産件数は4カ月ぶりに前年を上
回った。

工業生産指数（季調値） 工業在庫指数（季調値） 消費者物価指数
（ ）は前年同月比 %　 （ ）は前年同月比 % （ ）は前年同月比 %
 3月 106.0（ 　1.9）  3月 111.4（  26.4）   4 月 110.7（ 3.4）
 4 月 111.2（ 　6.2)  4 月   94.4（    2.1）   5 月 111.1（ 3.4）
 5 月   94.2（ -13.0）  5 月   94.1（    1.4）   6 月 110.8（ 3.1）

＊工業生産指数・在庫指数・消費者物価指数は2020年平均＝100。 ＊工業生産指数・在庫指数の前年同月比は、原数値による。

一口メモ

東京都が集計した都内民間401労組の2025年夏季一時金の平均妥結額は862,635
円、平均賃金の2.54カ月分に相当し、前年より23,433円（2.79％）増加。過去10年
で最高額となった。業種別では学術研究、専門・技術サービス業（17.09％増）、建設業
（15.11％増）などが上昇。私鉄・バス（▲12.24％）、鉄鋼業（▲6.06％）などは減少した。

夏季一時金平均妥結額、過去10年で最高額

都内の景気は、緩やかな回復が続くことが期待されるが、インバウンド需要の鈍化や物価高の長
期化、海外の景気や通商政策の動向等が懸念される。

今後の見通し
（３カ月）

東京財務事務所「法人企業景気予測調査（4～6月期調査）」によると、都内の法人企業（資本金1
千万円以上）の2025年度の経常利益は、全規模・全産業が前年比▲4.4%の減益見込み、業種別
では製造業が同▲0.2%、非製造業が同▲6.1%といずれも減益見込みとなっている。

企業収益
（法人企業）

6月の住宅着工戸数は、前年同月比▲2.9%と3カ月連続で前年を下回った。利用関係別では、貸
家（同17.3%増）、給与住宅（同37.5%増）は増加したが、持家（同▲11.6%)、分譲一戸建て（同
▲17.1%）、分譲マンション（同▲38.8%）はいずれも3カ月連続で減少した。

住宅建設

企業倒産件数は、前年同月比10.3%増と4カ月ぶりに前年を上回った。負債総額も同21.8%増
と4カ月ぶりに前年を上回った。業種別では、建設業（同29.4%増）、宿泊業、飲食サービス業（同
23.1%増）などが増加、情報通信業（同▲50.0%）、製造業（同▲9.1%）などは減少した。

企業倒産

東京税関管内の輸出額は、前年同月比4.1%増と19カ月連続で前年を上回った。主要地域別では、
アジア向け（同5.4%増）は19カ月連続、EU向け（同0.8%増）は2カ月連続で前年を上回ったが、ア
メリカ合衆国向け（同▲9.4%）は3カ月連続、中国向け（同▲9.7%）は4カ月連続で前年を下回った。

貿易
（東京税関管内）

有効求人倍率（季調値）は、1.70倍と前月から0.06ポイント低下した。先行指標とされる新規求
人数は前年同月比▲5.1%で2カ月連続で前年を下回った。南関東の完全失業率は2.6%と前月か
ら0.2ポイント低下した。

労働需給

公共工事請負金額は、前年同月比60.7%増と4カ月連続で前年を上回った。発注者別では、独立
行政法人（同44.7%増）、都県（同123.6%増）、市区町村（同34.3%増）は増加したが、国（同▲
44.9%）、地方公社（同▲15.9%）は減少した。

公共投資

日本銀行「都道府県別預金・現金・貸出金」によると、6月の都内店舗の銀行による貸出残高は、
前年同月比5.9%増と166カ月連続で前年を上回った。増加幅は前月から1.1ポイント増加、高
い伸び率を維持した。

資金需要
（銀行）

日本政策投資銀行「首都圏設備投資計画調査（2025年6月調査）」によると、都内の法人企業
( 資本金1億円以上 ) の2025年度の設備投資計画額は、全産業が前年比13.2%増、製造業が同
11.4％増、非製造業が同13.5％増といずれも増加見込みとなっている。

設備投資
（法人企業）

個
人
消
費

百貨店売上高は、前年同月比▲10.7%（既存店ベース）と5カ月連続で前年を下回った。土曜日が
1日少なかったことや、美術・宝飾・貴金属の売上の減少、前年の免税売上高伸の反動などが影響
した。インバウンド需要は売上、購買客数共に鈍化。

百貨店
売上高

関東地区のコンビニエンスストアの売上高は、前年同月比6.4%増（全店ベース）と43カ月連続、
東京都の売上高は前年同月比8.1%増（全店ベース）と46カ月連続で前年を上回った。

コンビニ
売上（関東）

スーパーの売上高は、前年同月比5.1%増（既存店ベース）と11カ月連続で前年を上回った。物価
高による節約志向で買い上げ点数の減少傾向は続いているが、米や加工食品をはじめとする食料
品の価格上昇などが売上高を押し上げた。

スーパー
売上高

乗用車販売台数（軽を含む）は、前年同月比3.2％増と2カ月ぶりに前年を上回った。車種別では、
小型車（同1.7%増）は2カ月ぶり、軽乗用車（同19.6%増）は6カ月連続で前年を上回ったが、普
通車は横這いとなった。

乗用車
販売台数

きらぼし経済レポート
きらぼし銀行 連携推進部 表は、都内経済の最新のデータを集めた当行独自

のものです。なお、お天気マークは当部の判断です。

雨小雨薄曇り 曇り晴れ時々
曇り

晴れ6月の
都内経済状況 

経
営
を
物
語
る

K
I
R
A
B
O
S
H
I
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

村
山
太
一
氏
株
式
会
社
ジ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
社
長

ら
、
自
力
で
採
用
し
て
い
く

仕
組
み
を
構
築
す
る
狙
い
も

あ
り
ま
す
。

　

い
ま
、
広
報
部
門
は
今
年
新
卒
入
社
し

た
２
名
で
、
そ
の
う
ち
一
人
は
学
生
時
代

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
お
り
、
即
戦
力
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
を
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
―
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
派
遣
の
需
要
が
あ
る
」

と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
案
件
を
獲

得
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

村
山
社
長　
Ｓ
Ｅ
Ｓ
に
限
ら
ず
Ｂ
Ｐ
Ｏ
も

受
託
開
発
も
、
紹
介
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
テ
レ
ア
ポ
や
飛
び
込
み
営
業

も
行
い
ま
す
が
、
特
に
Ｓ
Ｅ
Ｓ
に

関
し
て
は
業
界
内
の
横
の
つ
な
が

り
が
強
く
、「
案
件
は
あ
る
け
れ
ど
、

人
材
が
い
な
い
の
で
派
遣
を
お
願

い
で
き
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
っ
た

引
き
合
い
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ほ

か
に
も
、
Ｂ
Ｐ
Ｏ
で
取
引
の
あ
る

お
客
さ
ま
か
ら
、
他
部
署
で
人
手

が
足
り
な
く
て
人
材
を
派
遣
し
て

ほ
し
い
と
い
っ
た
お
声
が
け
も
、

よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
仕
事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
で
す
ね
。

村
山
社
長　
私
自
身
の
人
脈
か
ら
、
仕
事

に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
経
営
者
の
集
ま
り
や
勉
強
会
に
は
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
て
、
き

ら
ぼ
し
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
主
催
す
る

き
ら
ぼ
し
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
に
は
２
期
、

通
っ
て
い
ま
す
。

【本社】東京都新宿区西新宿6-14-1　
 新宿グリーンタワービル21F
【設立】1973年
【資本金】2,500万円
【従業員数】220名（2025年4月1日時点）
【事業内容】情報処理サービス業、システム系
技術者（基幹系・情報系・勘定系）の常駐サー
ビス、データ処理アウトソーシング

株式会社ジムマネジメント

きらぼし銀行　新宿支店会員

　

そ
の
と
き
の
異
業
種
と
の
情
報
交
換
や
、

仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
大

き
く
活
き
て
い
ま
す
ね
。
人
や
仕
事
を
紹

介
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
ス

ク
ー
ル
で
得
た
学
び
と
経
験
は
、
社
長
就

任
の
際
の
大
き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
お
話
か
ら
、
村
山
社
長
の
明
る
く
前
向

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

村
山
社
長　
最
近
、
と
あ
る
お
取
引
先
か

ら
、何
百
と
あ
る
協
力
会
社
の
な
か
で
、「
ジ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
さ
ん
は
圧
倒
的
に
社
長

の
年
齢
が
若
い
」、「
一
番
前
を
向
い
て
い

る
か
ら
応
援
し
た
く
な
る
」
と
言
っ
て
も

ら
え
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す

ね
。
新
し
く
定
め
た
当
社
の
バ
リ
ュ
ー
に

も
入
れ
ま
し
た
が
、「
前
向
き
」。
こ
れ
が
、

ま
さ
に
い
ま
の
私
自
身
を
的
確
に
表
現
し

て
い
ま
す
。

―
―
今
後
、
前
を
向
い
て
、
会
社
を
ど
の
よ

う
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す

か
？

村
山
社
長　
当
社
は
Ｉ
Ｔ
領
域
の
会
社
で

す
が
、
コ
ア
は
〝
人
材
〞
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
人
が
豊
か
に
な
る
こ
と
に
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
ず
は
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
採
用
強
化
を

当
面
の
課
題
に
、
と
に
か
く
常
に
前
を
向

い
て
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。
い
ま
、
目
の

前
に
は
夢
と
希
望
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

社
員
に
対
し
て
は
、「
絶
対
に
い
い
会
社

に
な
る
か
ら
、
み
ん
な
で
高
み
を
目
指
そ

う
」
と
伝
え
た
い
。
も
ち
ろ
ん
辛
い
こ
と

や
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
細
か
い

こ
と
を
ク
ヨ
ク
ヨ
と
は
考
え
な
い
。
明
る

い
未
来
に
向
か
っ
て
、
た
だ
信
じ
る
。
た

だ
た
だ
や
る
、
と
に
か
く
や
る
。〝
行
動
あ

る
の
み
〞
で
邁ま

い

進し
ん

し
て
い
き
ま
す
。

〝
前
を
向
い
て
い
る
か
ら

　
応
援
し
た
く
な
る
〞

武器は若さと前向きさ！
いま、目の前にあるのは
夢と希望だけです
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